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言いやりの･ひを胃て、

ボランティアの大切さを体感しよう
－
‐
－

多彩な国際貢献活動を展開しているＡＭＤＡ施設で､あるいは高齢者

や障害者の介護施設で。実際の体験を通じて､若い人たちに思いや

りの心の大切さを感じてもらい､ボランティア精神を育ててもらうこ

とができたら…｡そんな願いを託した､有意義な体験プログラムです。

国際貢献、平和、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱJI･･o

AMDAと学び、AMDAで賎しよう！

岡山市に本部を置き､国連ＮＧＯとして世界を舞台に国際貢献

活動を続けるＡＭＤＡ｡国内外を問わす､各地で保健･医療･福

祉活動を展開しています｡現場の活動で体感した数多くの貴重

な体験を生かして実施されるさまざまなAMDA体験学習は、

これからの修学旅行で注目のプログラムになることでしょう。

AMDA本部での体験だけでなく､岡山県内であれば宿舎まで

スタッフが出向いて実施というのも､うれしいシステムです。

こやさしい･人にやさしい』を合言葉に

『相互扶助』の国際貢献活動へ
1984年､ＡＭＤＡ設立｡-しかし活動の原点は更に5年前-カンボジア難民救済に駆けつけた一人の医師と2人の医学生が､熱意だけでは全く活動できなかっ

たことに始まります。“A Global Netwark of Partnership forPeace”を理想に掲げ､まずは実行を旨に海外から国内まで保健医療福祉活動を実施しています｡

岡山市に本部を置き､世界30カ国に支部を有する国際NGOとして､多国籍の医療従事者をはじめ､学生･主婦･社会人など､幅広い層の人たちが活動してい

ます｡現在の会員数は国内約1､500名､海外約500名です｡1995年6月国連NGOカテゴリー||に認定されています。

・ＡＭＤＡはこんな活動をしています。

１緊急人道援助活動

世界各地の戦争災害･自然災害による被災民

の緊急援助活動を実施

学校教育の現場とＡＭＤＡ
[参画分野]

国際理解教育､平和学習、(国際･環境･福祉)ボランティア学習､環境学習､性

教育､インターネット学習など。

まだモラJしハザードIIへの処方笛としての期待が高まっているボランティア体

験学習の受け入れやコーディネート､共同研究､そしてコソボ難民支援をはじめ

国際貢献の現場の声を各学校にお届けしています。

･4くiガイド
　Ｗ_

●申込方法／事前に電話、またはインターネットにて申し込む。

●受付時間/10時～17時

●問い合わせ先／

　アムダ国際福祉事業団

　〒718-0303　阿哲郡哲多町大字本郷668-1　電話・FAX0867-96-3773

　岡山事務所：岡山市倉奮463-1　電話086-276-8686

　http://www.harenet.ne.jp/AMDA/

　e-mail:amda＠okym.enioy.ne.jp

２地域保健活動
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1?SZSI:ぷ;I:1rでの災害医療に

３在日外国人の医療相談

日本に滞在する外国人への医療情報の提供

.や医療相談など　　　　　　__＿___､.
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．地域に根ざした

こ）県支部ネットワーク

地域に根ざした活動を行うための支部､ｸﾗﾌﾟ、

高校生会を組織
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ア国際協力活動における

　コーディネーターの育成

　専門技術者の訓練

４く体験内容

●場所／

　（１）ＡＭＤＡ関連施設群

　（２）岡山県内の旅館・ホテル（宿舎）

※岡山県内に宿泊の場合に限り、AMDAスタッフが宿舎まで出向いて実施。

　内容、実施時間など詳しいことはご相談ください。

●講義時間/1時間30分

●費用／当日使用する資料の作成実費（1人100円程度）十講師交通費
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繭国際貢厭の重要惶、世界の人々と
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TJ円助する姿勢を学ぼう!

jkこ=　公設国際貢献大学校は､国際的な人道援助活動を志す人

－材を国内外から募集し､実践活動を通じて専門家に養成
ｉ　する機関です｡国際貢献ってなに?緊急援助活動って､ど

　　ういうことをしているの?多国籍の医療従事者をはじめ、１　

多様なスタッフ陣が実践経験を基にレクチャーします。

�暦i､平和･馴学習…o

顧を超えた

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ鴉の剱に迫る
－
Ｉ

岡山市に本部を置き､世界を舞台に医療を中心とし

た緊急援助活動や地域開発など､多岐にわたった国

際貢献活動を続けるＡＭＤＡ。長年にわたる国際貢

献活動を基に､顔の見える国際協力の現場で必要な

知識や考え方､体験プログラムを実践学習できます。

真の国際協力とは何かを考えるとき､また､海外で

活動するために､身につけておきたい国際理解､平和･

環境学習､フィランソロピーについての学習機会を

提供します。

４ぐ体験内容

●場所／公設国際貢献大学校

●講義時間／体験内容によって相談可

●費用／講師交通費､資料作成費､施設利用料他

●体験人数/25名程度

●宿泊/25名可
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そぐガイド

校長:菅波茂

●申込方法／

　事前に電話､FAX､またはインターネットにて申し込む。

●受付時間/10時～17時

●問い合わせ先／

公設国際貢献大学校　教務部

干718-0392　阿哲郡哲多町田淵70番地

電話0867-96-2062 FAX 0867-96-3562

http://www.miic.ac.jp
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